
 

<News> 

レトロゲーム配信サービス『プロジェクトEGG』にて 

2014年 7 月 29 日に『WILL －THE DEATH TRAP II－（PC-9801 版）』をリリース 

平成 26年 7月 29日 

株式会社Ｄ４エンタープライズ 

 

2014 年 7 月 29 日、レトロゲームの復刻ビジネスやデジタルコンテンツの配信を行なっている株式会社

D4エンタープライズ（本社・東京都千代田区、代表取締役・鈴木直人）は、同社が運営するレトロゲーム

配信サービス『プロジェクト EGG（※）』において、新規コンテンツ『WILL －THE DEATH TRAP II－（PC-9801

版）』のリリースを開始しました。 

 

タイトル ：WILL －THE DEATH TRAP II－（PC-9801版） 

ジャンル ：アドベンチャー 

メーカー ：スクウェア・エニックス（旧スクウェア） 

配信サイト URL ：  
http://www.amusement-center.com/project/egg/cgi/ecatalog-detail.cgi?contcode=7&product_id=1186 

発 売 日 ：7月 29日 

価  格 ：500円（税抜） 

（※ キャンペーン終了後は 900円（税抜）での配信となります。） 

権利表記 ： 

(C)1984-1987 SQUARE ENIX CO., LTD. All Rights Reserved.  

(C)2014 ProjectEGG 

(C)2014 D4Enterprise Co.,Ltd / (C)2014 MSX Licensing Corporation. 

 
 －物語は、いつも一通の指令書から始まる－フロリダ州、マイアミ……。静かな波の音に身をまかせ、

ベンソンは、続けざまの任務に疲れた体をいやしていた。よく冷えたワイン、かたわらには優しく微笑む

恋人・ジャスミン……しかし、穏やかに流れる時間を楽しむには、あまりにも短か過ぎるひとときであっ

た……。 

 折りしもワシントンの大統領専用回線に事件の幕開けとなるメッセージが割り込んでいた。“たった今、

私ハワードは、もっとも愚劣かつ下等な生命体である人類を地球上から抹殺すると決意した。もはや、人

類の存在理由のかけらすらも見い出すことはできない。娘の死を君たち自身の死をもって償いたまえ。が、

君たちにもきっと言い分はあろう、一人の人間をここへよこすのだ。最後のチャンスをあげよう。”NASA

からの報告によると、この狂気のメッセージは、南太平洋に浮かぶ孤島・トリニア島から発信されたもの

で、しかも島の地下深くには、全人類抹殺に余りある核兵器存在の可能性が認められた。そして、ベンソ

http://www.amusement-center.com/project/egg/cgi/ecatalog-detail.cgi?contcode=7&product_id=1186


ンのもとに一通の指令書が届いた。 

 本作は 1985 年にリリースされたアドベンチャーゲーム。プレイヤーは主人公のリチャード・ベンソン

となって、人類抹殺を企てるハワードの計画を阻止することになります。ゲームはコマンド入力方式で前

作とは異なりカタカナ入力のみに対応。マニュアルの最後にはビギナー向けに主要動詞一覧表なども収録

されています。 

 また本作を語る上で欠かせないのはアニメーションシーンでしょう。オープニングではヒロインのアイ

シャが瞬きを見せるほか、全シーンのうち３分の２以上でアニメーション的な演出が盛り込まれていたこ

とは、当時の PCゲームファンの間で大きな話題となりました。 

 位置づけとしては前年にリリースされた『デストラップ』の続編にあたる本作ですが、前作との関連性

はそれほどないので、本作のみでも十分に楽しめます。  

（※ PC-9801版は当時の仕様で音楽・効果音などサウンドは御座いません。予めご了承下さい。） 

 

EGGチャンネルにて紹介動画公開中！ 

http://youtu.be/Wo7F3yjtFeM 

 

 

※ 『プロジェクト EGG』とは 

 PC-9801、FM-7、X1といったようにプラットフォームが乱立していた 1980年代。この時期に発売された

PCゲームは、今のゲームに大きな影響を与えました。しかし記録メディアの劣化やプラットフォーム等の

変化により、それらは次第に遊べなくなっています。 

 D4 エンタープライズでは、レトロゲームを文化遺産のひとつと考え『プロジェクト EGG』を発足しまし

た。過去の名作を Windows上に復刻し、いつまでも楽しめるようにすること。それが『プロジェクト EGG』

の役割と考えております。 

 

『プロジェクトEGG』URL ：  

http://www.amusement-center.com/project/egg/ 

動画でゲーム紹介！ YouTube内チャンネル『EGGチャンネル』URL ： 

http://www.youtube.com/ProjectEGG 

最新情報を即ゲット！ 公式Twitter『EGGなう！』URL ：  
https://twitter.com/project_egg 

スタッフゲームレビュー掲載中！ 『プロジェクトEGG』公式Facebook URL ：  
http://www.facebook.com/ProjectEGG 

 

 

【報道機関からのお問い合わせ】 

株式会社D4エンタープライズ 広報担当 大石 

http://www.d4e.co.jp/ 

Mail：info@d4e.co.jp / TEL：03-3518-6886 / FAX：03-3518-6887 
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